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業務改善計画の実施状況

3⽉16⽇ 経済産業⼤⾂から業務改善命令を受領
3⽉30⽇ 経済産業⼤⾂へ業務改善計画の提出

（3⽉31⽇ 福井県に業務改善計画の報告）

6⽉29⽇ 経済産業⼤⾂へ業務改善計画の実施状況の報告
（6⽉30⽇ 福井県に業務改善計画の実施状況の報告）



業務改善計画の実施状況について
内容 実施状況

１

健全かつ適切な業務運営に取り組むための法令等遵守体制の抜本的な強化ならびに法令等遵守を重視する健全な組織⾵⼟の醸成
（１）外部の客観的な視点を重視したコンプライアンス体制の再構築
①「コンプライアンス委員会」の新設

「コンプライアンス推進室」の新設
②問題事象発⽣時の報告体制の整備

①ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会︓設置済(4/28)
開催実績(5/18、6/12)
進捗状況の検証・指導等を⾏い(6/12)、取締役会へ報告(6/25)

①ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進室︓設置済(4/10)
②報告体制等を社内規定に明記(4/28、6/29)

（２）コンプライアンス意識の醸成・徹底
①役員の率先実⾏、役員および従業員の⾏動規範の確⽴

②コンプライアンス推進に係る基本⽅針等の網羅的な⾒直し
③コンプライアンス等に係るトレーニング、研修の強化
役 員︓社外有識者との定期的な議論の場の設置、役員就任時の専⽤研修等
従業員︓従前の研修体系を更に強化

①社⻑宣誓の実施、趣旨等をCSR⾏動憲章に明記(3/30)
4⽉以降、従業員とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを実施(34回)し、
内容を社内で共有

②⾒直しの⽅向性決定(6/22)
③役員の有識者との議論の場は今後再開(1/四半期)
就任時研修は7⽉以降速やかに実施
推進スタッフ向け研修を計画するなどさらに強化

２

⼯事の発注・契約に係る業務の適切性および透明性を確保するための業務運営体制の確⽴
（１）⼯事の発注・契約⼿続き等に係る仕組みの⾒直し
①実施権限と契約権限の分離
②「調達等審査委員会」の新設

①契約権限を調達本部へ移管(6/25)
②設置済み(4/28)、開催実績(5/26、6/19)
審議内容報告(ｺﾝﾌﾟﾗ委6/12、取締役会6/25)

（２）⼯事の発注・契約⼿続き等に係る不適切な運⽤の禁⽌
①特定の個⼈や企業のみを対象とした⼯事の発注・契約等に係る事前情報提供の禁⽌
②事前発注約束につながる個別の⼯事の発注・契約等に係る⾦額の開⽰の禁⽌
③元請会社の⼯事の発注・契約等に対する不適切な関与の禁⽌
④特定の個⼈や企業に対する合理性のない特命発注の禁⽌
⑤寄付⾦・協⼒⾦の不透明な拠出の禁⽌

①〜④社内規定を制定(4/24)
調達等審査委員会にて適切性の評価を受け改正(6/23)

⑤社内規定を制定(4/24,28)
調達等審査委員会の評価を受けさらに改正(6/23)

（３）⼦会社からの発注の透明性確保 ⼦会社に厳正化を依頼、ルールの整備状況を委員会に報告(6/19)

（４）不適切な事象が判明した取引先への厳正な対処
指名停⽌を含む厳正な取引先措置を実施(3/30)
各社の再発防⽌策を、調達等審査委員会およびｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ委員会で審議
確認の上、指名停⽌解除の是⾮を判断
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業務改善計画の実施状況について

内容 実施状況

３

新たな経営管理体制の構築
（１）外部の客観的な視点を重視した実効的なガバナンス体制の構築
①企業統治形態の⾒直し

②外部の客観的な視点を重視した監督機能の強化

③監査機能の強化

①株主総会で承認後に移⾏(6/25)
ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定(6/25)

②業務改善計画記載を踏まえた委員構成とし、業務改善計画記
載のとおり実施

③監査委員会の設置により複眼的に監査監督できる体制とし、監
査委員会室を設置(6/25)

（２）原⼦⼒事業本部に対する実効的なガバナンス体制の構築
①原⼦⼒事業本部に対する牽制と⽀援の強化

②⾵通しの良い組織の創⽣に向けた取組み
a.取締役会等の原⼦⼒事業本部（美浜町）での開催

b.社外含む役員による定期的な対話
c.他部⾨等との⼈材交流の推進

①本部⻑代理を設置、監査特命役員を任命(6/25)
原⼦⼒事業本部のｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進機能強化を⽬的に「ｺﾝﾌﾟﾗｲｱ
ﾝｽ推進G」を設置(6/25)

②
a.今後新型コロナの影響も踏まえ、具体的な実施時期を検討
b.社⻑等による対話を実施
c.6⽉定期異動等で実施

2

原⼦⼒事業本部が発電所を直接⽀援する体制については、これまでと変わることなく、
引き続き、現場重視で発電所の安全管理に万全を期してまいります。
今後とも丁寧なご説明などに⼼掛け、福井県ならびに地元の皆様の信頼回復に努めて
まいります。



美浜３号機、⾼浜1，2号機
安全性向上対策⼯事の状況



〜2018
年度 2019年度 2020年度 2021年度

美
浜

1,2号機
廃⽌措置計画

認可
(2017.4.19)

3号機
設置許可

(2016.10.5)
運転延⻑認可
(2016.11.16)

⾼
浜

1,2号機
設置許可

(2016.4.20)
運転延⻑認可
(2016.6.20)

3,4号機
設置許可

(2015.2.12)

⼤
飯

1,2号機

3,4号機
設置許可

(2017.5.24)

各発電所の安全対策⼯事等の状況

防潮堤設置⼯事等

現時点

格納容器上部遮蔽設置⼯事等

(2017.6〜）

(2016.9〜）

3号機

4号機

2次系設備の解体撤去(2018.3〜)

3号機

4号機

▼12/11 廃⽌措置計画認可

(2016.9〜）

格納容器上部遮蔽設置⼯事等

1号機

２号機

廃⽌措置の完了は2045年度

▽2021.4

▽2020.9

▽2020.9

▼10/10 第16回定期検査終了 定格熱出⼒⼀定運転中

▼1/6〜 第24回定期検査中

▼2/26 第22回定期検査終了 定格熱出⼒⼀定運転中

系統除染作業、2次系設備の解体撤去（2020.4〜）

廃⽌措置の完了は2048年度

3

▼7/20〜 第18回定期検中

7

▼2/18〜 蒸気発⽣器伝熱管の損傷



海

2号 1号

3号
ﾀｰﾋﾞﾝ建屋

海

美浜３号機 主な安全性向上対策

新制御盤他設置完了

中央制御盤取替
【保守性向上】

⽕災防護対策
【新規制基準対応】

・難燃ケーブル引替え中
・防⽕シート施⼯中

炉内構造物取替
【新規制基準対応（耐震）】

使⽤済燃料ピットラック取替
【新規制基準対応（耐震）】

新ラック据付完了

ピット背⾯地盤の補強完了

使⽤済燃料ピット補強
【新規制基準対応（耐震）】

構台設置
【新規制基準対応（耐震）】

構台構築完了
緊急時対策所

【新規制基準対応】

免震事務棟
【⾃主対応】

海

︓防潮堤

4

凡例

建物⼯事完了、設備⼯事中

建物⼯事完了、設備⼯事中

防潮提
【新規制基準対応】
防潮堤構築⼯中

〇A

〇A

〇B

〇C

〇C〇D

〇D
・新炉内構造物設置完了
・⼲渉物復旧中

〇F 〇E

旧炉内構造物
（原⼦炉格納容器からの搬出状況）

〇F

〇E

〇B́

構内運搬状況

新炉内構造物

〇B´〇B → に移動

〇B



２号 １号

タービン建屋

背⾯道路

⾼浜１，２号機 主な安全性向上対策

格納容器上部遮蔽設置
【新規制基準対応（SA対応）】

•トンネル⽴坑構築中
•海⽔管設置中

海⽔取⽔設備移設(2号機のみ)
【新規制基準対応（耐震）】

⽕災防護対策
【新規制基準対応】

１号機︓新制御盤他設置完了
２号機︓新制御盤他設置中

防潮ゲート
【新規制基準対応】

免震事務棟
【⾃主対応】

（2019年3⽉28⽇運⽤開始）

緊急時対策所
【新規制基準対応】

（2019年6⽉28⽇運⽤開始）

中央制御盤取替
【保守性向上】

⼤型表⽰装置

指令コンソール

運転コンソール

２号機 １号機

１号機︓仮設物等撤去中
２号機︓上部遮蔽塗装中

•現地据付完了
•⻯巻⾶来物防護設備設置中

燃料取替⽤⽔タンク取替
【新規制基準対応（耐震）】

〇B

〇C

〇A

〇B

〇C

〇A

〇C

〇D

〇D

防⽕シート

結束ベルト

・難燃ケーブル引替え中
・防⽕シート施⼯中
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〇緊急時対策所設置⼯事

緊急時対策所、免震事務棟設置⼯事の状況

プラントに緊急事態が発⽣した場合に、事故の制圧・拡⼤防⽌を図るための対策本部となる緊急時対策所を設置
【⼤飯発電所緊急時対策所イメージ】

2F

1F

対策本部、会議室、通報連絡室

ﾁｪﾝｼﾞﾝｸﾞｴﾘｱ、資機材保管庫、電気室 ▼GL

事故対応が膨⼤かつ⻑期化した場合の⽀援を⽬的に、主に、初動要員の宿直
場所、要員待機場所、資機材受⼊れ及び保管場所とし
て、⾃主的な位置付けで免震事務棟を設置
・⾼浜、⼤飯発電所︓2019年3⽉28⽇に運⽤開始
・美浜発電所︓全体⼯事計画の⾒直し(3/31)に伴い、運⽤開始予定を

2020年7⽉頃から9⽉頃に⾒直し

〇免震事務棟設置⼯事
【免震事務棟のイメージ】

図は⾼浜、⼤飯発電所
美浜発電所は地上2階

非常用発電機

通信機械室､通信用電源室

宿直室

事故対応支援スペース

医療処置室､チェンジングエリア

資機材保管庫､電気室､ポンプ室

宿直室

鉄
塔

F   

⼤飯発電所 緊急時対策所

主な仕様 ⾼浜発電所 ⼤飯発電所 美浜発電所

構造 耐震構造
地下１階、地上１階

耐震構造
地上２階

耐震構造
地上１階

建屋内⾯積 約７５０㎡ 約７４０㎡ 約３００㎡

収容想定⼈員 約２００⼈ 約１１０⼈ 約１００⼈

主な設備 換気および遮蔽設備、通信連絡設備、情報把握設備、代替交流電源

運⽤開始時期 2019年6⽉運⽤開始 2020年7⽉末予定 2020年９⽉頃

許認可 2016年4⽉設置変更許可
2016年6⽉⼯事計画認可

2019年12⽉設置変更許可
2020年5⽉設計及び⼯事計画認可

2016年10⽉設置変更許可
2016年10⽉⼯事計画認可

・⾼浜発電所︓2019年6⽉28⽇に運⽤開始
・⼤飯発電所︓審査状況や⼯事・検査に要する期間を勘案し、運⽤開始予定を2019年度内から

2020年７⽉末に⾒直し
・美浜発電所︓全体⼯事計画の⾒直し（3/31）に伴い、運⽤開始予定を2020年7⽉頃から9⽉頃に⾒直し
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7安全対策⼯事および特重設置⼯事の⼯程⾒直し

発電所 ⼯事名
2020年度 2021年度

備考
4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉

⾼浜

3,4号機
特重設置⼯事

1号機
安全対策⼯事

2号機
安全対策⼯事

1,2号機
特重設置⼯事

⼯事完了時期は未定、
今後も安全を最優先に
⼯事を実施

美浜

3号機
安全対策⼯事

3号機
特重設置⼯事 ⼯事完了時期は未定、

今後も安全を最優先に
⼯事を実施

⼤飯 3,4号機
特重設置⼯事

美浜3号機
特重期限
10/25

︓変更後︓変更前

⾼浜1,2号機
特重期限

6/9

⼤飯3,4号機
特重期限

2022/8/24

▽ 2020.11
▼ 2020.12

▽ 2020.5
▼ 2020.9

▽ 2021.1
▼ 2021.4

▽ 2020.7
▼ 2020.9

2020年3⽉13⽇⾼浜1,2号機のトンネル⼯事において、奥で掘削⼯事の準備を監視していた作業員が背後から後退してき
た⽕薬運搬⽤のトラックに轢かれ被災されたことを受け、協⼒会社との意⾒交換を⾏った。
その結果、今後の作業変更等を想定し、要員配置や作業期間の調整に余裕を持たせるため安全対策⼯事および特重設置
⼯事の⼯程を⾒直した。（2020年3⽉31⽇）



電源設備、計装設備、
通信連絡設備

減圧操作設備

緊急時制御室

水源

注水設備

原子炉格納容器
過圧破損防止設備
（フィルタベント）

特定重大事故等対処施設 原子炉格納容器

水素爆発による原子炉
格納容器の破損防止設備

〇特定重⼤事故等対処施設設置

※1︓実⽤炉規則により、本体施設の⼯事計画認可から5年までに設置することを要求。

【概念図】

特定重⼤事故等対処施設の状況

美浜３号機 ⾼浜1,2号機 ⾼浜3,4号機 ⼤飯3,4号機
本体施設の

⼯事計画認可 2016.10.26 2016.6.10 3号機︓2015. 8.4
4号機︓2015.10.9 2017.8.25

設置期限※1 2021.10.25 2021.6.9 3号機︓2020.  8.3
4号機︓2020.10.8 2022.8.24

実
施
状
況

設置変更
許可 2020.7.8許可 2018.3.7許可 2016.9.21許可 2020.2.26許可

⼯事計画
認可 2020.7.10申請 ・2019.4.25(1/4) 、2019.9.13(2/4)、

2019.10.24(3/4)、2020.2.20(4/4)認可 2019.8.7認可 2020.3.6申請

⼯事 ⼯事中 ⼯事中 ⼯事中 ⼯事中

※2

8

※2︓4分割申請

原⼦炉建屋への故意による⼤型航空機の衝突
やその他のテロリズム等により、原⼦炉を冷却する
機能が喪失し、炉⼼が著しく損傷した場合に備え
て、格納容器の破損を防⽌するための機能を有す
る施設を設置。

(注)

※3

※3︓分割申請（今回は第1回申請）

(注)⾼浜４号機においては、特定重⼤事故等対処施設の法
定設置期限超過を踏まえ、設置期限前⽇（2020年10⽉
7⽇）に原⼦炉を停⽌して定期検査を実施する。
（⾼浜3号機は定期検査継続中）



原⼦⼒発電所での
新型コロナウィルス感染防⽌対策



原⼦⼒発電所での新型コロナウィルス感染防⽌対策
【各原⼦⼒発電所における対応】
〇社員および協⼒会社員を対象に、以下のような対策を実施

・マスク着⽤の義務化 ・体調管理の徹底 ・正⾨での体温チェック
・3密となる箇所への出⼊り⾃粛 ・中央制御室への⽴⼊制限
・執務室や⾷堂でのパーテーションの設置 ・管理区域への時差⼊域
・近距離での会話が必要な現場ではPHS（インカム）等を活⽤
・３密の可能性のある現場については換気ファンを設置

〇⾸都圏等で感染者の発⽣が広がっている状況を踏まえ、更に対策を強化する。
・福井県外からの新規⼊構者は、⼊構前の２週間前から体温等の健康状態、⾏動履歴等を記録し、会社
に報告。（これまでは感染者が継続して発⽣している地域）

・感染者が発⽣している地域からの新規⼊構者についてＰＣＲ検査の追加実施

【執務室や⾷堂での座席空間確保やパーテーション設置】【正⾨での体温チェック（サーモグラフィー含む）】【出勤時からマスク着⽤の徹底】

9

【⼤飯３号機定期検査における対応】
・県外からの新規⼊構者数は約1,000⼈を⾒込んでいる。
・このうち、過去２週間に感染が発⽣している地域※からの⼊構者について、原則として来県する
前にＰＣＲ検査を受け陰性であることを確認した上で来県している。

※感染状況に応じて変更している。



原⼦炉設置変更許可申請について

〇 ⼤⼭⽕⼭の噴⽕に伴う降下⽕砕物の層厚評価の⾒直し

〇 津波警報が発表されない可能性のある津波への対応



10降下⽕砕物の層厚評価⾒直しに係る美浜、⾼浜、⼤飯発電所の設置変更許可申請
【降下⽕砕物の層厚評価⾒直しに係る美浜、⾼浜、⼤飯発電所の設置変更許可申請】
[原⼦炉設置変更許可申請（2019年9⽉26⽇）]
・噴出規模を⾒直し、既許可と同様に降下⽕砕物シミュレーションを実施。
・シミュレーション結果に基づき、降下⽕砕物の降灰層厚を算出。

高浜 大飯 美浜

シミュレーション結果 21.9cm 19.3cm 13.5cm

降灰層厚

当初 25cm 22cm 15cm

見直し後 27cm 25cm 22cm

【審査状況】
[NRAからの主な指摘（5/14審査会合）]
・⽕⼭灰シミュレーションは、その結果をもって設計条件とするものでは
無く、相場感を⾒るもの。

・越畑地点で25cmの層厚が確認されている事実をもとに、
⼤飯は越畑と距離が同じことから25cmをベースに⾒直すこと。
⾼浜、美浜も距離に応じて層厚設定を⾒直すこと。

[6/19審査会合]
・NRAコメントを踏まえ、越畑地点の降灰層厚25cmと⼤⼭から越畑
地点及び発電所までの距離の関係から検討した各サイトの 層厚
（⾼浜︓27cm、⼤飯︓25cm、美浜︓22cm）を説明した。

設置許可に係る審査の状況

⼤⼭からの距離

2019年 2020年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

設置
許可

審査
会合

9/26
申請

10/15 1/24 3/13 5/14 6/19

20km

大山

越畑地点

大飯

美浜

高浜

現時点



設置許可に係る審査の状況

11警報が発表されない可能性のある津波への対応に係る⾼浜発電所の設置変更許可申請

⾼浜発電所
への影響が⼤
きいと考えられ
る隠岐トラフ
海底地すべり
発⽣想定位
置（3地点）⾼浜発電所

・
約100km

【警報が発表されない可能性のある津波への対応に係る⾼浜発電所の設置変更許可申請】
[原⼦炉設置変更許可申請（2019年9⽉26⽇）]
・新たに津波警報が発表されない可能性がある津波（隠岐トラフ海地すべり）を基準津波に
追加。
・１〜４号機全てが運転中に、当該津波 が発⽣した場合に、取⽔路防潮ゲートの閉⽌運⽤
を⾏う。

【審査状況】
[NRAからの主な指摘（4/30審査会合）]
・防潮ゲート閉⽌の判断基準値は、不確かさを考慮するよう再検討が
求められた。

[5/26審査会合]
・NRAのコメントを踏まえ、防潮ゲート閉⽌の判断基準値は、潮位のゆら
ぎに加え余裕を考慮して、1mから0.5m に変更することを説明した。

2019年 2020年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

設置
許可

審査
会合

9/26
申請

1/21 4/3012/1210/15 3/12 5/26

取水の流れ

取水路防潮ゲート

現時点

※1︓複数計器の観測潮位が、10分以内に1m以上下降し、
その後10分以内に1m以上上昇

※2︓複数計器の観測潮位が、 10分以内に0.5m以上下降し、
その後10分以内に0.5m以上上昇、またはその反対

※1

※2

潮位計 注︓2号機海⽔ポンプ室については今後設置予定

注



参 考



廃⽌措置の状況

タービン建屋内機器等解体⼯事のうち、1号機脱気器
の解体に向け、保温撤去し、周辺配管の撤去を実施中。

○美浜発電所1,2号機

＜主な解体完了機器＞
・復⽔ポンプ・給⽔ポンプ(2019年10⽉完了)
・主油タンク(2018年11⽉完了)
・2次系機器他の保温撤去完了(2020年3⽉完了)

・タービン建屋内機器等解体⼯事のうち、蒸気配管（湿分分離加熱器からタービンへ蒸気を送る配管）の
解体および低圧給⽔ヒータ、湿分分離加熱器等の保温撤去を実施中。(2020年4⽉から開始)

・系統除染⼯事準備のうち、既存設備の配管改造を実施中。(2020年4⽉から開始)

○⼤飯発電所1,2号機

脱気器

ﾀｰﾋﾞﾝ建屋

保温撤去済

周辺配管撤去中

蒸気配管 ﾀｰﾋﾞﾝ
湿分分離
加熱器 蒸気配管撤去中

⼤飯１号機の蒸気配管
(配管解体前)

美浜１号機の脱気器
(保温撤去前)

参考1

⼤飯２号機の第４A,B
低圧給⽔ヒータ(保温撤去前)

保温撤去済第４低圧給⽔ヒータ



⾼浜発電所１,２号機安全対策⼯事における協⼒会社作業員の労働災害について

3⽉13⽇、トンネル奥で掘削⼯事の準備を監視していた作業員が背後から後退してきた⽕薬運搬⽤の
トラックに轢かれ、病院に救急搬送されたが亡くなられた。

（発⽣の状況）

（原因）
トラックの運転⼿は、⾞両の誘導がないにもかかわらず、作業エリア内へ⾞両を後退させたことから、
⾞両の後⽅死⾓に被災者がいることに気付かず、被災者を轢いた。

約70ｍ 約30ｍ

（奥側）

被災者

⽴⼊禁⽌エリア

約
7
ｍ

前進／後退
（転回）

＜作業現場［トンネル縦断図］＞

誘導なしで後退

（⼊⼝側）

視線

トラック

ト
ン
ネ
ル
掘
削
⾯

作業員２名

運転⼿
運転助⼿

（対策）
トンネルの掘削⼯事を⾏う現場作業においては、以下の対策①〜③を実施。
① ⾞両後退においては、新たに誘導員を配置。
② 騒⾳環境での⾞両進⼊を警告するセンサー・パトライト（拡声器付き）を視認できる位置に設置。
③ ⾞両の死⾓をカバーするバックモニターを活⽤。

参考2


